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1 - J =

J
, 言 は

、
1 ÷ 子 なので 1 ×シ = も

1 1
2 -

F
= 2 - も 二

三
→

指数法則
= PH ×

3

度 ×
64興 ( 水)

b
= xaxb

=
32がーーげ が× xb _ xatb

-11 が÷パ = っ(
a-b

=

2"
_

×
3"

_
×
4"

_
x . . . ×

8"

_

=

( 2+ 1- x
( 3 +1哿 ×

4 - 1蝶)
x . . . × は - 1

←)

2 2

1 × 9 9
= "叕叕簽嚚笯義 =

=
=

✗

複雑 な 計算 ほど 計算法則
の 活用 が 不可欠 b



Q

i左図のような 関係 の場合 l IQ ではない ので X
di

P

13% 7%

f 両辺 × 100Letter + Let =
Fe

13 つ( +3150-721=4050

つ( G 450 一つ( g 450 g
6 つ( = 800

つ( = 150

食塩の 量 が 両辺 で 等しいので

7
つ( x BT t ( 450- x ) x ,。 。一 = 450 ×

9
石 IEX

④ら
は

○、
働 = 底面 の半径

× 母線 × 兀

を理解 し2おくと

4× 10 ×た が 時短④で できる 。

'

圓 + ④
= 10 × 10 × 兀 ×

秋 改 大
一 十 4×4×1て
1 0 × 2 × た

= 40 た +16 た = 56

/𥫣



約数 を 見つける ため の 素因数分解
を する と 13×17 なので 2けた同士 をかけた

1 の位 が 1 がヒント正の約姜久 は 1
.
13

,
17

,
2 2 1

となる。

1+13+17+221 =皿✗

約数問題 は 個数 までおさえ2おこう b

つ(
9 ybz C と 素因数分解 できたら 個数は、 Cat1 ) (bt1 )(Ct 1 )イ固

① ②

① 得点 × 人数 の 和 = 1 20

1 × 0 +2×1+3×7( +4×3+5×2

+ 6 は +7×2+8×3 +9×2+10×1 = 1 20

つ( +2よ = 10

y =
1 0
_

で

② 最頻値 が 6 なので 2

YE4
、

水 は 1 E つし く4

これら の 条件 に あう のは ( か よ ) = ( 2 . 4 )
/



図 の よう になり △ ASP で fr
水 SY がく ) D

三 平方 の 定理 を 用いて

も い

つ(
2
+ (t )

2

= (い)
2 1一つ(

旔-
R = f (cm , t

B
'

T

・ C

④ △ ASP い △ BPT より

S 、- 5

P /

で る す
A 、

÷ jp ら T

今回 は
SA : PB = AP : BT △ASP cs △ BPT

る こ き = I : BT の ヒント が 出たが

普通は ない のでる BT =本気づけるよう に しよ う
。

Bty



① ②

最も 情報が 多い 人から

②颸 考えていこ う b

大

① ・ ・ ・ CO は ⑧⑤ が 共に 白 なら 自分 が 赤 しかない ので

「
わから ない 」 と は答えないので こ欠 の 土易合 が 考えられる 。

⑦ 赤 ⑤ 白

⑦ 白 @ 赤

⑧ 赤 @ 赤

② . .
. BO は CO の

「
わから ない 」 を 聞い て から

「
自分 は わから ない 」 と 答えた の で

⑧ 白 なら ⑤ の 白 は あり えない ので ⑤ 赤 が確定 する
。

石隺定する なら 13○ は
「
わからない 」 とは答えない ので

⑧ 赤 が 決まる 。

i. (ア) 月 「

/𥫣



④ と ⑤ は 相似 で

相似 上ヒ は 1 i 2 なので

体積 比 は 13:23

で 1 i 8

☒ 袋 A = 体積比 1 が 14個 なので

1 × 14 = 14.ee
.
に 同じ 300 円 なら

量の 多い 袋 B の 方 が 得
。④ 袋 B = 同様 に 8 × 2 =

-
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(I) L

'

AY 1 MH 小
60
°

60 1

f
0 60

正六角形 の 1つ の

三角形 は 正三角形 (Y
"

④ 円 の 半彳左 は どこも 等しい ので OA = 0 L = 0 K = 1

△ 0 MK は 300.68.98 なので OM = E cm MT
①

) K

④ LM = 0 L - OM = 1 - E (cm )
⑧

② = 1 cm

ーー/ o

(2)
△ ALM で 三平方 の定理 を用い て

AE = AM
2
+ LM

2

= 1が + ( 1 - E ) 2 t 。
= I + I - B + I A 、

÷
がた

= 2 -B ( cm )

-
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- ( 2 , 49 )

に 1
.
9 )

(1) の PQ の傾き = ら荘 = 1
y= っ( 2

y = N + b で ( 2 . 4 ) を 通るので

4 = 2 t D D = 2

PQ : y = 7( +2
い

! は (上2.4)

z
④ 外軸 は J = 0 な ので イビ入 し

0 = つけ 2䒑 /

(2) RS は y = A ( つく+2 ) なので っに -2 の とき G の イ直に

関係 なく Y = 0 となる 。 RS は TC -2. 0 ) を常に 通る 。

以上 より 点Tは RS上 に ある 。

-



丶
S ( 2 .

49 )
- ( 2 ,

49 )

い、a) R 、
^ 49 -4 (-1 、 a) -

A - 1 ^ /Q ( 2 .4 )
( 2 、
4 )

(-1.1 ) P こー

う
ー

U に 1
.

1 )

四角形 PQ SR について

• PR / SQ な ので 台形 となる 。

• 台形 PQ SR = ( PR + SQ ) × PU × I
= ((9-1)+(49-4)) × 3 × I

5 = 事 (59-5)
1 0 = 159 - 15 A = 事
-

△TP R について L 9を代入

△ TP R R ( ーいる )
= RP × TV × I

に
、
o ,

' る
= が txt T

←i※
つ いい

=

et
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(1)

ア、 前 の 2つ の 数

の私コ なので

34+55=89
→

(2)

イ、 無理数 (D)

-

(3) 次ページ



3 の倍姜文 = 3 で 割る と 余り O の こと なので

余り の 数列 を 考える 。

1 1 2 3 5 8 1 3 2 1

3で割った 1 1 2 0 2 2 1 0

余りLeaf 3の倍数

い

← 8] 中 2 コ が

345589144233377610987

これ が くり返される こと がわかる 。

1 0 0 ÷ 8 = 12 . . . 4 な ので 3 の倍数 が 2 ] × 12 + 1 ]
ーー

= 25]

余り4]
~/

o 1段 の とき ・ ・ ・ 1歩 のみ なので 1 通り

。 2段 のとき 、 、 、 ( 1
.
1 ) ( 2 ,

0 ) の 2 通り 1.2.3.5

0 3も殳 a . . . ( 1.1.1 ) ( 1.2.0 ) ( 2.1.0 ) の 3通り " ' と

。 4段 g ッ ( いし いし い、いい、 u , | のボたけ数列
( 2.1.1.0 ) ( 2.2.0.0 ) の 5通り v

と なっ2いる 。

段目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑥

通り 1
、
2

、
3

、
5

、 8 、 13.21.34.55.89 iy


